
長沼町総合振興計画審議会 教育部会（第 2 回） 議事概要 

 

１．開催日時：令和 2 年 12 月 8 日（火） 10:05 ～ 11:35 

２．開催場所：長沼町役場 3 階 第 1・2 会議室 

３．出 席 者：【審議会委員】 

        大橋委員、黒田委員、谷川委員、水野委員（欠席：阪委員、服部委員） 

【長沼町】 

        学校教育課 桂課長補佐、社会教育課 川辺課長補佐、石田係長 

       政策推進課 佐藤企画官、山下係長 

４．内  容：第 1 回教育部会での協議内容について担当課から回答。その後、全体について再度意見 

を確認。 

５．意見、質問等 

【議事（１） 第 1 回教育部会協議内容について】 

（事務局） 

第１回産業部会で頂戴したご意見について、担当課から回答します。 

1 点目、「タンチョウも住めるまちづくり」について、地域住民や農業者に影響を及ぼさないよう 

記載方法を慎重に検討すべき。とのご意見について、政策推進課から回答します。 

（政策推進課） 

ご指摘を踏まえ、資料のとおり計画書の文言を修正したいと思います。（資料：審議会、部会におけ 

 る意見・提案を踏まえた計画修正案 参照） 

（事務局） 

2 点目、家庭教育の意識醸成が必要なので、講演会講習会などで啓発を図るといった内容を計画に 

組み入れてはどうか。というご意見について、社会教育課から回答をお願いします。 

（社会教育課） 

  家庭教育学級事業では、年間を通し、親子遊びや料理教室など各種講座を行う mama 講座の開催、 

各学校単位では学校と PTA が連携し外部講師による講演会等を開催しております。 

なお、施策の内容で「家庭教育学級の充実」を謳っておりますが、事業啓発も含め更なる充実を図 

っていく方針です。以上を踏まえ、計画書については、現状より文言修正はしないこととします。 

（事務局） 

 3 点目、現行のスクールバスの範囲外となり路線バスで通学する児童への対応について、学校教育 

課より回答をお願いします。 

（学校教育課） 

これまでも路線バスを利用する児童・生徒に対しては、定期代相当額を遠距離通学費として補助し 

ており、今後も同様の対応となります。 

（事務局） 

  長沼高校の生徒確保の方法について、芸術等に特化し特色を活かし地域に根差した学校にすること 

や、通学のしやすさを確保するためバスの運行方法見直し等の検討が必要では、とのご意見に対し、 

学校教育課から回答をお願いします。 



（学校教育課） 

  長沼高校は道立高校のため、現在の普通科からの変更等については、北海道で議論する内容とな

ると思います。しかしながら、今年度、長沼高校でもコミュニティスクールについて検討を始めた

と聞いています。9 月には会議が開催されたとも聞いており、地域に根差した学校や地域性を活か

した教育活動の充実に向けて、話し合いが持たれたものと考えています。審議会の中で委員からご

意見が出たということについて、高校の方へ申し伝えさせていただきます。 

  また、バスの運行に関しては、現在もスクールバスへの混乗は可能としていますので、これまで

通り継続していきたいと考えています。新規のバス路線につきましては、現行の路線バスと競合す

る路線を作ることは出来ませんので、近隣からの通学体制については、交通網の今後の動向を見な

がら検討していきたいと考えています。 

  以上のことから、計画書については、現状より文言修正はしないこととします。 

（部会長） 

  第 1 回部会時の意見等に係る説明は以上となりますが、これに関して委員から質問、意見等ありま 

したらお願いします。 

（部会長） 

  計画修正案の中で、「ひともタンチョウも快適に暮らせるまちづくりを目指し…（前期基本計画 

P55（１）現況と課題）」という文言があるが、タンチョウが“快適に”暮らすという表現には違和感 

があるので、“安心して”暮らせる、等に文言修正してはどうか。 

（事務局） 

  ご指摘のとおり修正します。 

（部会長） 

  長沼高校の存続については、学校教育課だけの範疇ではなく町全体で取組まないとならない案件。 

（審議会委員） 

長沼高校は道立高校であるので、存続要請等の実施先は北海道ということになります。仮に要請を 

行うということになれば、町長と教育長で行うこととなり、教育委員会のみでなくもちろん町として

も取組むことになります。 

道立高校であることから北海道教育委員会の範疇となり、町の教育委員会が企画立案するという 

のも中々難しい状況ではありますが、要望等を伝えていくことは重要。 

（審議会委員） 

  コミュニティスクール導入を検討しているということは、高校も地域と一緒に学校を作っていきた 

いという考えであるし、道教委もそれを承認するということ。 

  道と町のすみ分けによって、町から意見を言うことに限界があるということでなく、相手が門戸 

を開いているのであれば、こちら側からも踏み込んで議論を進めていくことが重要。 

（審議会委員） 

  地域性の活かし方は様々あると思うが、大切なのは、その教育により将来的に収入を得られるかと

いうこと。卒業すれば資格取得に繫がるなど、就職に有利になる仕組みも生徒数を増やすために有効

だと思います。 

 



（部会長） 

  近年、就職面接等でも人間性が重視され、求められる人材は、生きる力と自己肯定感を持って、ち

ゃんと相手の話を聞いて主張が出来る若者。 

 そういった人材を育てられる教育機関を長沼に作っていくことが出来るよう、今後も議論を重ねて 

いく必要があると考えています。 

 

【議事（２） 第 6 期長沼町総合振興計画（案）に対する意見について】 

（審議会委員） 

  学校統合によって、避難所指定となっていた学校が企業等に利活用されることが考えられますが、

今後、地域の避難所を柔軟に考えていく必要が有ると思います。 

（政策推進課） 

現在の避難所は学校中心に指定されているため、代替避難所の確保等も含め柔軟に検討していきた

いと考えています。 

  他自治体の事例ですが、利活用する企業等と事前に災害時防災協定を締結し、緊急時に避難所とし

て使用できるようにする等の方法もあろうかと思います。 

校舎や体育館等の施設を既設利用するかによって条件が異なってくるため、今後の動向を踏まえ検

討していきます。 

（審議会委員） 

長沼町はタンチョウ以外にも野鳥が多く飛来する場所。野鳥に餌付けをしている人を見かけること

がままあります。写真撮影のために私有地に勝手に立入る人もいるため、課題となっています。野鳥

観察が悪いと言っているのではないし、観光資源の一つとなっていることも確かなので、何らかの対

策が必要かと思うのですが。 

（事務局） 

  対応については、今後担当課で検討したいと思います。 

（審議会委員） 

P109 で歴史的資料、郷土資料を保管する施設を整備するという施策があるが、具体的に整備予定 

があるのか。 

（社会教育課） 

  旧学校跡地の利用に希望を出しておりますが、現在調整中であり具体的な整備予定は未定です。 

（審議会委員） 

  町はたくさんの収蔵美術作品を保有しているが、町内には絵画などを展示する施設がないことから、 

美術館のような施設も望まれると考えられるが。 

（社会教育課） 

  美術館の施設整備自体はすぐには難しいが、町民の方が作品を展示する施設としては、現状におい 

ても図書館のほか町民会館や道の駅等でも可能です。収蔵作品については、毎年作品展を開催してお 

り、今後も随時開催していきたいと考えています。 

 

 



（部会長） 

町民アンケート調査結果の抜粋を計画内に記載するということだが、アンケート調査結果一式を資 

料編として総合振興計画に添付してはどうか。 

（事務局） 

  ご意見のとおり資料編として編纂します。 

 

６．総 括 

 ・第６期長沼町総合振興計画（案）について、担当課から説明のあったとおり計画を修正することを 

部会としての意見とする。 

 ・本会（第 2 回部会）を以て、教育部会の検討を終了する。 

 

 

以 上  

 


